
 

 

ワーク・ライフ・バランス講演会でアクションプラン事例発表 

 

1. ワーク・ライフ・バランス講演会の開催主旨 

 佐賀市では､しない事業所野経営者や人事担当者等を対象に､ワーク・ライフ・バランス

推進研修会を 5 回シリーズで開催されています。最終回の 5 回目は、公開イベントとして､

ワーク・ライフ・バランス専門家による基調講演と、研修会参加企業が作成したアクショ

ンプランの発表が行われた。 

 当社から『アクションプラン・事例発表パネラー』として、総務部門の『大坪真由美総

務課長』が、当社の取組状況と効果等について発表しました。 

 

２．開催日時・場所等 

  日 時：平成 2８年 2 月１７日（水）  午後１時 30 分～４時 30 分 

  場 所：佐賀市 ほほえみ館 4 階 視聴覚室 

  主 催：佐賀市企画調整部男女共同参画課  

  参加者：約８０名 

 

第1部 ワーク・ライフ・バランス講演会 

講演テーマ「女性も男性もいきいきと働き、ともに活躍する活力ある佐賀～佐賀市を

ダイバーCITY の先駆け～」 

講師：渥美 由喜（あつみ なおき）さん 

   内閣府少子化社会対策大綱を踏まえた結婚・子育て支援の推進に関する検討会

座長代理（民間シンクタンク勤務） 

 

第2部 アクションプランの事例発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真↑ 左からコーディネーター：高見氏、パネラー：澤田氏、田島氏、大坪  

アドバイザー 渥美氏） 



 

 

    【アクションプラン 事例発表パネラー】 

田島興産(株) 取締役  田島 みゆき 氏 

(株)日本政策金融公庫佐賀支店 国民生活事業 副事業統括  澤田 和男 氏 

西日本総合コンサルタント(株) 総務課長 大坪 真由美  

 

【コーディネーター】 

(有)サイズ・コミュニケーションズ 代表取締役 高見 真智子 氏 

 

    【アドバイザー】 

    渥美 由喜 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真↑ 左からコーディネーター：高見氏、パネラー：澤田氏、田島氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真↑ 左からパネラー：大坪  アドバイザー 渥美氏） 

 



 

 

 
アクションプラン・事例発表 

【パネラー：西日本総合コンサルタント(株)・総務担当課長  大坪真由美の発表要旨】 

 

■ 会社の概要 

 

当社は、1971 年（昭和 46 年）の創業から 43 年の歴史を重ね、一貫して

社会資本整備のために設計、測量、地盤調査、補償、情報処理等の総合建設

コンサルティング業務を通じて、本日まで地域貢献に努めています。 

また、働く社員の職場環境づくりに重点をおき、働きやすい職場風土改革、

健康増進、ワークライフ・バランスを推進し、魅力ある職場の実現に向けて

取り組んでいます。 

当社は、社員 4９名全員が正社員です。女性は９名おり、うち 6 名が出産、

育児をしながら継続して勤務しています。 

 

■   ワークライフバランスの取り組み内容 

 

 ・ノー残業デー（第 3 水曜日）の確保  

・小学６年生までの子の看護休暇（時間単位取得可能）で、一子につき 5 日間）

１時間単位で取得    

・介護休暇（要介護及び要支援者 一人につき 5 日間）１時間単位の取得 

・育児休暇（男性も取れる）      

・セクハラ・パワハラ研修、相談セクションの設置 

・資格取得に向けた研修・講習会参加（勤務時間内ＯＫ） 

特に、看護・介護休暇については、別途の特別休暇簿を作り、必ず取得するよ

う社内で徹底しています。 

 

ワークライフ・バランス推進について、社長以下役員が積極的で、会社自体

が“従業員を大切にする姿勢”を明確に打ち出しているので、特に働きかけす

るまでもなく、自然と声かけができています。 

 

■   ワークライフバランスの取り組み理由と効果 

【理 由】 

    働き安い職場風土改革の構築 

    社員の健康増進 

    ワークライフバランスの推進 



 

 

   【効 果】 

    魅力ある職場の実現による生産性の向上など 

 

    

（写真 ワーク・ライフ・バランス講演会・会場の様子） 


